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心が豊かになる瞬間

「先日，新幹線で移動する際に，赤ちゃんを抱く若い
母親と隣り合わせました。にぎやかな道中になるだろ
うかと身構えたところで，不意にその母子と上村松園
の『母子』とが重なって見えた。もちろん，母親が着
物姿だったわけでも，ましてや髪を結っていたわけで
もありません。赤ちゃんを慈しむ母親の穏やかな表情
が，昭和初期から平成へ，時代を超えてつながって見
えたのです」
　『母子』を知らず，脳裏に浮かばなければ，近藤さ
んは身構えたままの車中となったかもしれない。いつ
の世も変わらない子を思う母の佇まいが，近藤さんの
心に温かい火を灯したのだ。“芸術は人生を豊かにす
る”とはよく言われる言葉だが，こうした瞬間にこそ

“豊かさ”が潜んでいる。
「今，学校現場では，図画工作や美術の授業時間は減
る一方です。英語や数学などの比重が高まり，芸術に
触れる機会が減っている。そんな状況だからこそ，む
しろ積極的に芸術に触れる時間を作るようにしてほし
いと思いますね。家庭でも気軽に芸術の話ができるよ
うに，親も普段から芸術に接する機会を持つようにす
るといい。幸い，テレビやインターネット，雑誌や
CDなど，芸術を取り扱うメディアは私たちの身の回
りにあふれていますからね」
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芸術が内包する力

　芸術とひとくちに言っても，その内容はさまざまだ。
詩や小説などの文芸，絵画やデザイン，写真，映像，
建築などの美術，音楽や書道など多岐にわたる。マン
ガやアニメも芸術だ。
「私も昔は，マンガやアニメなどに眉をひそめる大人
でした。初めてしっかりとアニメを見たのは，娘とフ
ランスで見た『千と千尋の神隠し』でしたね」
　映像が醸し出す日本の空気感と，文芸の素晴らしさ。
近藤さんの中で凝り固まっていたアニメに対する偏見
は，ふわりと溶けて消えた。そして，国外で初めて肌
で感じた，日本のマンガやアニメに対する熱狂。
「日本語は“感性の言語”です。一方，フランス語は“理
論の言語”の最たるものと言えるでしょう。そんな理
論派のフランス人が，日本のマンガやアニメを通して，
日本人特有のあいまいでわかりにくい自然観や思想を
理解し，価値観を共有している。これはすごいツール
だと目からウロコが落ちる思いでした」
　固定観念や常識から自由になれる。感動を分かち合
い，社会を変える力になる。それが芸術の内包する力
だと近藤さんは言う。表現することでコミュニケー
ションが生まれ，互いを高め合い，才能を認められる
ことで自己を肯定し，生きる意欲にもつながっていく。
「日本には才能ある人が多く，文化財も多数存在し，

成熟した文化を抱えています。しかし教育現場では芸
術を学ぶ時間が減っているように，一人ひとりの才能
を磨く場が少なく，そもそもその才能に気付かない。
また文化財に触れたり，学んだりする機会もシステム
も不十分です。せっかく外国人も感嘆する文化芸術を
はぐくんできたのですから，国際的な競争力として
もっと活用していくべきですよね」

日本文化の翻訳者

　文化庁では，2011年度から「文化芸術の海外発信拠
点形成事業」を開始。日本各地に文化創造と国際的発
信の拠点づくりを推進するため，外国人芸術家や研究
者等がある地域に一定期間滞在し，芸術作品の創造等
を行うアーティスト・イン・レジデンス事業等への支援
を行ってきた。こうした支援事業は1950～1960年
頃に欧米でシステム化され，日本でも1990年代から
主に地方自治体などが中心となって取り組んできた。
「日本もようやく，文化＝国力と捉えるに至ったとい
うことですね。日本の魅力を自ら発信することは言う
までもなく大切なことですが，国外のアーティストに
来てもらって，日本で感じたことを作品に込めて発表
してもらったり，“理論の言語”で発信してもらった
りする方が，日本の魅力は効率的に世界へと広まって
いくでしょう。彼らを支援することで，彼らは日本文
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化の翻訳者となってくれるのです」
　1997年，44歳のトニー・ブレアが首相となったイ
ギリスでは，「クール・ブリタニア」という呼び名の
の下，国家ブランド戦略が推し進められた。その成
功を受けて日本では「クール・ジャパン」が掲げられ，
経済産業省が中心となって日本の文化・産業の世界進
出を促進している。日本文化の多彩さを，文化庁のみ
ならず多方面から発信する試みがなされている。

眠れる才能を掘り起こす

「インスピレーションを求めて，私はよく京都を訪ね
ます。タクシーの運転手さんにその時々のお勧めを伺
いながら神社仏閣などを巡るのですが，いつだったか

“くろ谷さん（金戒光明寺）”に行ったときのこと。ど
こをどう見てもイマドキの，言い方は悪いですがチャ
ラチャラした雰囲気のカップルが観光に訪れていまし

た。さんざんイチャイチャしつつ歩いていたその２人
が山門に差しかかったとき，何とおもむろに姿勢を正
し，深々と頭を垂れて一礼したのです」
　歴史的にも学術的にも，もちろん芸術的にもその価
値を高く評価されている文化財の数々。それらと相対
するとき，人は自然と厳粛な空気をまとい，畏怖の念
を抱く。近藤さんは文化財の力を強く感じたと言う。
　文化財とのふれあいについて，近藤さんはこう語る。
「幼い頃は，文化財の価値など分からなくてもいいの
です。心の中に何かひとつでも引っ掛かりを作れたら，
それで充分だと思うのです」
　大人になってから思い返したとき，また同じ場所に
行き，同じものを見たときに「あっ！」と感じるもの
があれば，それだけで価値があるのだと近藤さんは語
る。子どものうちから上質なものにたくさん触れ，心
の豊かさを磨き，人間力の基盤とする。今，美術科教
育に求められているのは，そうした生きる力のベース
を作ることではないだろうか。

金戒光明寺
京都市左京区黒谷町に位置する浄土宗の寺院。中でも文殊塔（三重塔），木造千手
観音立像（通称吉備観音），絹本著色山越阿弥陀図・地獄極楽図が重要文化財とし
て指定されている。写真の山門は万延元年（1860年）に完成。桜上正面に後小松
天皇宸翰「浄土真宗最初門」の勅額が掲げられている。

多様な文化財
活かす工夫を


